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九州西端西彼杵変成岩の雪浦メラン

ジュは，マイクロダイヤモンドを産

することから超高圧変成作用で形成

された蛇紋岩メランジュであること

が明らかになった[1].一方，メラン

ジュ中のメタベイサイトや泥質砂質

片岩中からは，マイクロダイヤモン

ド（およびコーサイト仮像）以外に超

高圧変成作用を示唆する鉱物は見い

だされていない．そこで，これらの変

成岩の形成条件を，ザクロ石の累帯

構造により検討した． 

 雪浦メランジュでは，塊状蛇紋岩

の一部に，泥質砂質片岩ならびに塩

基性片岩が，大小さまざまの小岩体

（最大 200×100 m2）ならびにブロッ

ク（径 2～5ｍ大の構造岩塊）として

含まれる．塩基性片岩の鉱物組み合

わせは，ザクロ石＋Ca 角閃石＋アル

バイト±緑簾石±緑色黒雲母±フェ

ンジャイト±緑泥石で，オンファス

輝石仮像とローソン石仮像と思われ

る鉱物集合体が含まれる．ザクロ石

中の包有物として，多量のチタン石

が含まれ，まれに藍閃石とパラゴナ

イトが含まれる．ザクロ石はスペサ

ルティン成分に乏しいアルマンディ

ン―グロシュラール系列の組成を有

し，リムでグロッシュラール成分が

最大 40％にまで増加する累帯構造を

示す． 

 泥質片岩の鉱物組み合わせは，ザ

クロ石＋フェンジャイト＋緑泥石＋

緑簾石＋アルバイト＋石英で，ザク

ロ石の組成はコアで Alm70Grs25Sps5～

Alm60Grs25Sps15程度であり，リムで急

激にグロッシュラール成分が増加し，

Alm50Grs40Sps10程度となる．リムにお

けるグロッシュラール成分の増加は， 

2 チタン石＋2 クリノゾイサイト＋

石英＝３グロッシュラール＋ルチル

＋H2O という反応で説明可能であり，

この反応は右辺が高圧である.この

ような顕著な圧力増加を示す累帯構

造は西彼杵変成岩の他の地域のザク

ロ石では見られない．このことから

雪浦メランジュが他地域の西彼杵変

成岩より高圧の条件を受けたことは

間違いない． 
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